
 

 

 

 

 

令和７年度（2025年度）第１回公立高等学校配置計画 

地域別検討協議会における主な意見及び道教委の考え方

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課高校改革推進室

                                                  



１　開催方法について

　・　オンライン会議（Zoom会議）として開催しました。
　　　（参加者は個人又は所属の端末から出席）

２　参加者数一覧

小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校

空知南 20 7 9 10 26 3 1 1 5 4 55 3 4 62 13

空知北 22 7 15 9 31 1 3 2 6 2 61 3 4 68 22

石狩 9 1 11 42 54 1 6 5 12 0 75 5 1 81 29

後志 20 16 18 17 51 2 6 5 13 3 87 3 2 92 32

胆振西 5 6 6 11 23 2 1 0 3 0 31 1 0 32 10

胆振東 4 2 5 13 20 1 0 0 1 0 25 3 1 29 5

日高 7 5 7 7 19 1 4 1 6 2 34 4 3 41 17

渡島 16 7 10 23 40 1 3 2 6 1 63 7 3 73 13

檜山 7 7 6 4 17 0 0 1 1 0 25 3 2 30 8

上川南 20 10 14 22 46 0 1 6 7 1 74 4 0 78 24

上川北 12 3 8 7 18 0 0 4 4 3 37 1 1 39 16

留萌 23 8 8 5 21 4 4 3 11 5 60 2 2 64 9

宗谷 11 9 10 8 27 1 0 1 2 0 40 2 3 45 12

オホー
ツク中

19 5 5 12 22 4 3 9 16 5 62 2 2 66 12

オホー
ツク東

5 2 5 5 12 0 2 2 4 3 24 2 0 26 10

オホー
ツク西

9 5 8 5 18 2 4 4 10 4 41 1 0 42 9

十勝 27 19 19 19 57 15 15 6 36 2 122 8 3 133 23

釧路 14 6 5 18 29 1 4 4 9 1 53 2 2 57 20

根室 9 5 4 6 15 0 0 3 3 2 29 3 1 33 9

合　計 259 130 173 243 546 39 57 59 155 38 998 59 34 1,091 293
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空知北 令和7年（2025年） 10時00分

学区

空知南 令和7年（2025年） 4月23日(水)

4月30日(水)

令和７年度（2025年度）第１回公立高等学校配置計画地域別検討協議会 開催日程一覧

　・全ての学区で、Ｚｏｏｍアプリを用いたオンライン会議として開催

～ 11時30分

胆振西 令和7年（2025年）

石　狩 令和7年（2025年）

後　志 令和7年（2025年）

4月24日(木)

4月22日(火)

4月21日(月)

上川南 令和7年（2025年）

上川北 令和7年（2025年）

4月17日(木)

4月21日(月)

胆振東 令和7年（2025年）

日　高 令和7年（2025年）

4月16日(水)

4月21日(月)

渡　島 令和7年（2025年）

檜　山 令和7年（2025年）

4月22日(火)

4月30日(水)

釧　路 令和7年（2025年）

根　室 令和7年（2025年）

ｵﾎｰﾂｸ西 令和7年（2025年）

十　勝 令和7年（2025年）

ｵﾎｰﾂｸ東 令和7年（2025年） 14時00分

留　萌 令和7年（2025年） 14時00分

宗　谷 令和7年（2025年） 10時00分

4月16日(水)

4月25日(金)

4月30日(水)

4月24日(木)

ｵﾎｰﾂｸ中 令和7年（2025年）

10時00分 ～ 11時30分

開催時間

4月23日(水)

4月25日(金)

4月23日(水)

4月22日(火)

開催日

14時00分

10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

14時00分 ～ 15時30分

14時00分 ～ 15時30分

～ 11時30分

～ 15時30分

～ 15時30分

10時00分 ～ 11時30分

～ 15時30分

10時00分 ～ 11時30分

10時00分 ～ 11時30分

14時00分 ～ 15時30分

14時00分 ～ 15時30分



 

主な意見及び道教委の考え方 
 

 ■ 高校教育全体の充実 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
① 高校存続のため、高校単体の努力には限界があり、行政や

商工会、観光協会などとの連携が重要であることを実感し
た。特に行政を含めたインフラ、Uターンした際の勤労に対
する受け皿など、将来を見据えたビジョンとそれに向けた具
体的取組が喫緊の課題であると思った。 
 

 
○ 本道が将来にわたって輝き続けていくためには、

学校と地域の連携を深め、情報を共有するとともに、
協働して地域の人材を育成することが重要と考えて
おります。 

 
○ 各高校においても、地元市町村や企業等と連携し、

地域課題の解決等に取り組む学習活動を推進するな
ど、多様で柔軟な教育課程の編成に努めます。 

 
○ 地域の参画・協力を促進することは、学校運営の改

善につながるとともに、学校の魅力化や特色づくり
にも資するものと考えており、道立高校においても
コミュニティ・スクールの導入などを進め、社会に開
かれた教育課程の実現に向け、学校や地域の実情に
応じた推進体制の構築に取り組み、地域の自治体や
関係機関等と連携・協働し、地域の実情を踏まえた特
色ある高校づくりを推進します。 

 
○ 異校種間の連携については、これまでも、例えばサ

ケの放流や田植えなどの体験学習のほか、高校生が
講師となって理科実験や自然環境調査に取り組むな
ど、高校生の日頃の学習の成果を地域貢献につなげ
る取組を行っており、今後も成果の普及と取組の充
実に努めます。 

 
○ 生徒の学習ニーズに対応できる高校づくりと、生

徒の修学機会の確保や地域創生の観点に立った教育
機能の維持の両面から、地域とつながる高校づくり
や活力と魅力のある高校づくりに取り組みます。 

 
○ 中学校卒業者数が減少する中、生徒の実態を踏ま 

えた教育課程を編成し、活力ある教育活動を展開す 
る観点から、再編整備などを含めて高校の配置を検 
討していますが、本道は広域で、それぞれの地域事情 
も異なることから、都市部と郡部の違いや地域ごと 
の特性などを十分考慮した特色ある高校づくりに取 
り組むとともに、適切な高校配置に努めます。 

 

 
② 高校の魅力化に取り組む上で、地域連携に向けた具体的な

枠組みが必要。学校運営協議会やコンソーシアムを組織して
いる学校も多いが、どのように学校の魅力化に結び付けてい
るかといった、道外も含めた事例を知りたい。 
 

 
③ 少子化が進む中、高校の小規模校化、再編については避け

られない状況であると感じた。しかし、地域創生の観点から
も地元の高等学校を存続させ、地域の担い手を確保したいと
いう願いは十分に感じた。 
 

 
④ 地方の高校においては、小・中学校との連携や地域の教育

素材を生かした学びが今後ますます重要になってくると思い
ます。小学校や中学校と高校が互いにwin-winになる学びを
互いに築いていけたらと思います。 
 

 
⑤ グローバル化の進展やデジタル技術の高度化により、人々

の生活が急速に変化しています。特に、少子高齢化の進行や
生産年齢人口の減少は、北海道を含む日本全体で深刻な課題
となっています。誰もが幸福を実感できる社会を築くために
は、子供たちが社会の変化に主体的に向き合い、新たな発想
で問題を解決していく力を身に付けることが重要です。つい
ては、小中高における集団学習から、個の学習選択支援・充
実も検討しなければならない時代となってきていると思われ
るので、今後検討する必要があるのではないでしょうか。 
 

 
⑥ 地域の関係機関と連携・協働し、地域の現状や課題を踏ま

え、「通いたい」、「通わせたい」と思える魅力ある学校づ
くりをより一層推進していきたい。 

 
 

 ■ 特色ある高校づくりの推進 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【魅力化の推進】 
① 「生徒から選ばれる学校」というフレーズにもあるように地

域の各高等学校は魅力化に取り組んでいる。その具体的な魅
力を児童生徒が実感できる学びの場を小・中学校でも創って
いきたいと感じました。 

また、協議の中で「探究活動」における多様な人材との関わ
りの重要性についても大変参考になる御意見だったと感じま
した。 

 
○ 生徒の多様な学習ニーズに応じて学校を選択でき

るよう、学校・学科の配置状況等を考慮し、地域の要
望も伺いながら、総合学科や単位制などの多様なタ
イプの高校づくりや地域の特性を生かした魅力ある
高校づくりに努めます。 

 
〇 各高校においても、地元市町村や企業等と連携し、 

地域課題の解決等に取り組む学習活動を推進するな 
ど、生徒や保護者にとっても一層魅力ある高校づく 



 

 
② 高校の魅力化については、真の主体者である「子どもの考

え」も踏まえて議論すべきではないか。例えば、アンケートに
よる代表的な意見集約や、動画等による意見表明も考えられ
る。 

子どもが考える高校像から離れた議論では、子どもの高校
選択にはつながらないと思う。 
 

りに努めます。 
 
○ 生徒の実態に応じて基礎的・基本的な知識・技能の

確実な定着や、社会生活・職業生活に必要な基本的な
能力・態度の育成に重点を置いて取り組んでいる高
校があり、こうした高校では、必履修科目の単位数を
増やしたり、基礎的・基本的な内容を重視した学校設
定科目の開設や、必要に応じた個別指導を行ってい
ます。 

また、地域の特性に合った地域独自のカリキュラ
ムについても、多くの高校で実施しており、こうした
取組の充実に努めます。 
 

○ 通学区域や通学可能圏域などの一定の圏域単位 
で、将来的に圏域内の高校が担うべき役割や高校の
魅力化、多様な学習ニーズに応える高校配置の在り
方等について協議を行い、圏域における高校の教育 
機能の維持向上を図ります。 

 
③ 特色ある教育活動を展開しているかどうか。子どもたちが

期待している学校は何か。安心して学べる学校なのか。自分の
特性を見いだし伸ばせる学校なのかといった、地域の子ども
たちが期待している高校とはどういう高校なのかをしっかり
と調査することが必要。 
 

 
④ 学校と地域がともに知恵を出して取り組んでいくべきと思

います。 
 

 
【具体的な取組と課題】 
⑤ 大切なのは、生徒・保護者のニーズに合致した取組や方向性

だと思います。入学者数の維持、増加につなげている取組を共
有すること、特に他の地域から入学を決めた生徒・保護者から
その理由を聞き取ることなどが必要なのではないでしょう
か。 
 

 
○ 市町村や地域の関係団体のほか、小学校や中学校

など、他校種との連携による地域の特性や教育資源
を生かしたキャリア教育や、他校種を含めた学校間
で相互に教員を派遣して授業を行うなどの取組を推
進します。 

 
○ 生徒の多様な学習ニーズに応じて学校を選択でき

るよう、学校・学科の配置状況等を考慮し、地域の要
望も伺いながら、総合学科や単位制などの多様なタ
イプの高校づくりや地域の特性を活かした魅力ある
高校づくりに努めます。 

 
○ アンビシャススクール導入後、「中学校で分からな

かった部分を復習できることはありがたかった」、
「中学の時は休みがちで初歩的なこともできないと
ころもあったので、学び直せてよかった」といった生
徒からの肯定的な意見が多かったことを学校説明会
等で発信し、中学生や保護者の理解の促進に努めま
す。 

 
○ 文系・理系といった枠にとらわれず、教科等横断的

な教育であるSTEAM教育の推進や、大学や産業界と
連携した、地域に根ざした様々な活動による実践的
な教育活動を推進します。 

 
○ 学校運営協議会を設置している学校においては、

総合的な探究の時間やインターンシップに、高校魅
力化に係るコンソーシアムを活用するよう働き掛け
るなど、地域と連携・協働した魅力ある高校づくりに
努めます。 

 

 
⑥ 地域の取組として、学校開放の取組に自治体職員が積極的

に参加している事例がある。自治体がハード面だけではなく
ソフト面でも高校存続の取組に関わっている好事例として認
識してもらいたい。 
 

 
⑦ 進学・就職どちらも、将来のビジョンの具体的な提案とそれ

を学ぶ環境整備、地域の独自性を視野に入れた柔軟な対応な
ど、更に次につながる学習を掘り下げられる学校にしていく
必要が感じられる。多様な取組ではなく、専門分野を細分化し
集中的に学ぶ場にし、全国的な目標に合う学校を選定してい
く方がよいと思う。 
 

 
⑧ 地域探究学習などでもっと地元企業や地域住民、移住者な

どとその地域の魅力を共有し、学びを深めることの楽しさを
知ることができるような取組をしてほしい。 
 

 
【広報・周知】 
⑨ 今の子どもたちは、一人一台端末を所持しています。そし

て、大多数の子どもたちは、進学説明会による高校の情報もあ
りますが、自分で高校のホームページへアクセスしています。 

子どもたちにとって魅力のあるホームページの作成が鍵を
握ると思われます。 

 
 

 

 
○ 多様なタイプの高校を紹介したパンフレット「わ

たくしの進路」を毎年度作成し、市町村教育委員会や
中学校等へ配布するとともに、高校教育課のホーム
ページに掲載しています。 

 
○ また、多様なタイプの高校の教育内容を紹介した

動画についても同じく高校教育課のホームページに
掲載し、順次内容の更新を行っています。 
 



 

 
⑩ 今、各高校が行う取組はすばらしいので、発信力が課題だと

思う。発信する手伝いやバックアップがあれば、その頑張りが
地域に伝わり、結果、地元に残る生徒も増えると思う。 
 

○ 道教委公式Ｘやnoteを開設し、道立高校の特色あ
る教育活動等を紹介しています。 

 
○ 各高校では、ホームページや学校案内などのパン

フレットの作成・配布のほか、中学生を対象とした体
験入学において、積極的に情報提供を行っています。
注：道内公立高等学校のホームページは次のURLを
参照してください。 
http://www.hokkaido-c.ed.jp/kouritsu/index.html 

 
 

 ■ 小規模校・地域連携校 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 
 
【教育環境の維持・向上】 
① 地域の特色などを生かして、もっと全国という視点で入学

者数を募っていけたら、小規模校も存続できると考える。 
 

 
○ 農業や水産について学ぶことのできる学校のほ

か、地域ならではの教育資源を活用して学ぶことが
できる学校の中には、推薦枠の５パーセント程度の
範囲で道外からの入学者を受け入れ可能としている
学校があります。 

また、入学者選抜の出願者数が募集人員に満たな
い場合、一定の条件で更に受け入れることができる
こととしています。 

 
○ 年々、道外からの入学者は増加傾向にあり、道教委

では、受入れの拡大について検討を進めることとし
ています。 

 
○ 他の高校への通学が困難な地域があり、かつ地元

からの進学率が高い第１学年１学級の高校を地域連
携校とし、北海道高等学校遠隔授業配信センター（愛
称：T-base（ティーベース））からの授業配信や、
道立学校間連携などにより、教育環境の維持向上を
図ります。 

 
○ 地域連携校間での合同授業や生徒会交流など、遠

隔システムを活用した取組や、コミュニティ・スクー
ルの導入やコンソーシアムの構築、地域課題探究型
の学習活動など、魅力ある高校づくりに取り組んで
いるほか、教育内容の充実に向けて、第１学年１学級
の高校に対する道単独の教職員の加配を措置してい
ます。 

 
○ 多様な学習ニーズに対応した教育課程の工夫・改

善に努め、地域に根ざした特色ある高校づくりに取
り組むなど、教育環境の充実を図ります。 

 

 
② 小規模の高校に行きたいが通うのが遠い生徒が通信で教育

を受けられる環境を整えると、生徒が増える可能性があるの
ではないか。 
 

 
③ 小規模校において学校内の選択肢が少なくなるならば、そ

の分、地域連携や他の学校種との連携、公私立を含めた高等学
校間連携等で補うのはどうか。 
 

 
【遠隔授業等】 
④ 教員に限らず社会全体の人材不足も見据え、統廃合や間口

減を進めなければならない面もあると考えます。ある程度統
一された教育課程となっても、遠隔配信による複数校同時の
授業実施による小規模校も含めた高校教育の維持を考えてい
くことになると思います。 
 

 
○ T-baseは、 
・子どもたちが、どの地域においても自らの可能性を

最大限伸ばしていくことができる、多様で質の高い
教育を提供するため、大学進学等の希望に対応した
教科・科目を配信し、教育内容の充実を図ること 

・小規模校が、魅力化に取り組むことで、子どもたちが
地元で育ち、地域に愛着と誇りをもってふるさとの
発展に貢献していく意欲を育むこと 
を目的としています。 

また、 
・T-baseと地域連携校及び離島の高校を相互に結び、

複数の高校へ授業を同時配信し、他校の生徒ととも
に学ぶ合同授業の実施 

･ 大学進学など、同じ目標を持った他校の仲間と切磋
さ

琢
たく

磨した学び 



 

 
⑤ 少子化の進展は避けられない事実なので、遠隔配信などを

活用することも避けられないと思われる。 
 

･ 夏季・冬季・春季休業中の進学講習の受講 
･ 全国の最新情報を踏まえた進路指導の支援 
  を行うなど、教育環境の充実に努めます。 
 
○ 配信教科・科目の拡大や進路指導体制の充実など、

T-baseの配信機能強化を進めるとともに、生徒が多
様な意見や考えに触れながら協働的な活動を行うこ
とができるよう、教科の特性等を踏まえ、複数校に対
して同時に授業配信を行うなど、他校生徒と切磋

さ

琢
たく

磨
できる環境の整備に努めます。 

 
○ 生徒の理解力に応じた個別支援や授業者と受信側

のサポート教員の連携といった課題の改善のほか、
遠隔授業に関わる教員の指導力向上のための研修な
ど、遠隔授業の充実に向けた取組を進め、その成果の
普及に努めます。 

 

 
⑥ 普通科の中でも、カリキュラムの工夫で色々なことができ

るので、そこに関して人的な支援があればもっとできると思
います。 

また現在、T-baseは道立の一間口校が利用していますが、
町村立でも専任教員が足りない状況は同じなので、難しいと
は思いますが活用する方途があればと思います。 
 

  

 ■ 高校配置計画の策定 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 
 
【基本的な考え方】 
①  少子化の中、都市部で倍率がある学校の学級数を維持する

ことは、近隣小規模校の入学者減につながり、削減すれば、私
学に流れる。 
 そのため、公私比率、小規模校の在り方、通学不便地、普職
割合等を総合的に考えた配置が必要と感じる。 
 

 
○ 高校配置計画は、高校進学希望者数に見合った定

員を確保するとともに、教育水準の維持向上を図る
観点から、中学校卒業者数や生徒の進路動向、学校規
模、学校・学科の配置状況、欠員の状況などを勘案し、
地域の実情などを考慮しながら策定しています。 

 
○ 中学校卒業者数が減少する中、生徒の実態を踏ま

えた教育課程を編成し、活力ある教育活動を展開す
る観点から、再編整備などを含めて高校の配置を検
討していますが、本道は広域で、それぞれの地域事情
も異なることから、都市部と郡部の違いや地域ごと
の特性などを十分考慮した特色ある高校づくりに取
り組むとともに、適切な高校配置に努めます。 

 
○ 配置計画の策定に当たっては、人口減少社会への

対応や地域創生の観点から、地域の教育機能を確保
するための方策などを示す「これからの高校づくり
に関する指針」に基づき、地域ごとの特性や実情、高
校に対する地域の期待も十分踏まえるとともに、小
学校の校長や保護者にも参加いただいている地域別
検討協議会において、地域の方々の御意見を伺うほ
か、地元の検討の場などにおいても道教委の考え方
などを説明し、御意見をいただきながら検討してい
ます。 

 
○ 今後、複数の高校が所在する一定の圏域単位で、関

係する市町村の参画を得ながら、それぞれの高校が
担うべき役割のほか、高校の特色化や魅力化、多様な
学習ニーズに応える配置の在り方などについて検討
し、地域全体での教育環境の充実を図ります。 

 
② 地域や特色を活かした機能の分担や統合により教育機能の

充実を図れる計画を策定していただきたい。 
 

 
③ 人口減少に加え、公共施設の老朽化による更新コストが増

大しており、持続可能な行政運営のための公共施設マネジメ
ントが求められている。また、人口減少地域では、公共施設の
統廃合が進められており、地域に必要な機能を維持できなく
なる懸念がある。空間的密度を高める「コンパクト化」、一つ
の場所に様々な機能を集約する「多機能化」など、言わば「ハ
ードの選択とソフトの集中」により、地域のつながりを維持し
ていくことを考えるのも一つではないか。例えば、小中高の一
体化した学校や町内会機能を高校の中に作るといった様々な
ことを道と自治体で協力し、運営することを考えてもよいと
思う。 
 

 
④ 少子化の進展を考えると、地元に高校を残すことも大切だ

が、再編もやむを得ないと思う。 
 

 
⑤ 少子化が進展し、学校の統廃合が進むと、進路選択の幅が狭

くなる。例えば、学校同士で地域内のどのような生徒を受け入
れるかという役割分担をして、行政が通学手段を確保する等
して、生徒の選択を支えることが必要と感じた。 
 

  
【再編等（地域の実情等）】 
⑥ 北海道の地理的な問題、交通状況や冬季間の気象状況など

を考慮した配置計画を策定していただきたい。高校進学は地
域から都市部への人口流出にも影響がある。また、少子化対策
の一環としても配置計画を考慮いただきたい。 
 

○ 高校配置の検討に当たっては、広域で地域事情も
異なる本道の特性を踏まえ、高校配置が地域に与え
る影響、高校に対する地域の期待や取組などを含め、
地域の実情を十分考慮する必要があると考えていま
す。 

 



 

 
⑦ 中卒者が急減する中、ある程度の統廃合や学級減は避けら

れないが、鉄道の廃止、バスの減便等による交通手段の確保の
困難さが原因で生徒の進路選択が狭められることがないよ
う、高校の規模や学科をどの地域に設置するのかを適切に判
断する必要がある。 
 

○ 急激な人口減少が進む中、地域の教育機能を維持・
向上させることは極めて重要な課題であり、特に郡
部においては、交通機関の状況や、自治体に一つの高
校しか存在しない場合が多いこと、地理的状況等か
ら再編が困難な場合があることなど、都市部と異な
る状況があり、地域ごとの特性や実情を十分に考慮
する必要があると考えています。 

 
○ こうしたことから、再編については、一律に行うの

ではなく、本道の広域性や地域の実情などを考慮し、
地理的条件から再編が困難な場合などには、地域連
携校として存続を図ることとしています。 

 
○ 今後とも、高校配置計画の策定に当たっては、各年

度の中学校卒業者数の状況も踏まえた上で、都市部
と郡部の違い、学校・学科の特性、生徒の進路動向、
私立高校の配置状況などを勘案するとともに、地域
の方々の御意見を丁寧に伺いながら検討を進めま
す。 

 
○ また、通学区域や通学可能圏域など一定の圏域単

位で、市町村とともに高校の魅力化や役割などにつ
いて協議を行い、圏域における高校の教育機能の維
持向上を図る取組を進めます。 

 
○ さらに、今後、生徒数の減少等により、高校が所在

しない市町村の増加も予想されることから、地元市
町村と連携し、生徒の修学機会を確保するためにICT
を活用するなど、新しい学びのスタイルについても
検討する必要があると考えています。 

 

 
⑧ 小規模校の存続を望む。地元に高校がなくなると、町自体も

衰退します。 
 

 
⑨ 高校授業料の無償化が始まると、都市部では生徒のニーズ

にあった魅力ある学校へ希望が殺到するように感じる。一方
で、経済的に通学費用が負担できない家庭もあることから、地
域の高校を単純になくすことは困難と考える。交通インフラ
がぜい弱な地域の人口減少などにもつながると考えるので、
それも踏まえた配置計画を策定すべき。 
 

 
⑩ 今後、中卒者数が急激に減少していくことを踏まえ、欠員状

況に応じた機械的な学級減だけを行うのでは、特定の学校の
規模が縮小し続け、教育課程の専門性・多様性の維持や、活気
ある行事・特別活動等の実施が困難となる。地理的要因や各校
の特色等も踏まえつつ、積極的な配置計画の検討が必要だと
考える。 
 

 
【再編等（小規模校の役割）】 
⑪ 地域の情報紙、新聞報道等で、地域の高校生が政策提言をし

て、町づくり・地域創生に一役買っていることを知った。地元
に高校があることが町の活力・地域コミュニティの活性化に
つながっており、小規模校であっても、存在意義は大きいと感
じるので、存続を強く望む。 
 

 
 
○ 小規模校は、教員が少ないことから、生徒の多様な

学習ニーズに対応した教育課程の編成や部活動に制
約があること、生徒同士が切磋

さ

琢
た く

磨する機会に乏しい
といった課題もあると考えられる一方で、きめ細か
な指導や地域と連携した取組など、特色ある教育活
動を展開しており、地域の教育機能を確保すること
は重要であると考えています。 

 
○ 本道の広域性や地域の実情なども考慮し、小規模

校であっても、地理的条件などから再編が困難な場
合には、地域連携校として存続を図ることとしてい
ます。 

 
○ 令和５年３月に改定した「これからの高校づくり

に関する指針」においては、人口減少社会への対応や
地域創生の観点から、地域連携校などについては、５
月１日現在の第１学年の在籍者数が２年連続で20人
未満となった場合であっても、高校の特色化・魅力
化、入学者確保に取り組む集中取組期間（地域におけ
る高校の教育機能の維持向上に向けた具体的取組と
その効果を勘案した一定の期間）を設けて再編整備
を留保することとしており、また、地域連携校等以外
の小規模校の再編整備についても、地域創生の観点
を踏まえ、基準を明確化したところです。 

 

 
⑫ 地域の実情に合わせた特色あるカリキュラム編成など考慮

してほしい。総合学科も、小規模校であるがために、多様化で
きないなどの問題もあると聞いた。 
 



 

 
⑬ 中学生の中には、大人数の中で学ぶことが苦手であったり、

不登校傾向であったりと、状況が多岐にわたる子どもたちが
いる今、小規模校が果たす役割は大きくなっていると考える。 

都市部から離れているといった地域の特性や学びなおしを
したいという生徒が小規模校に通うことを考慮した配置計画
を策定してほしい。 
 

道教委としては、遠隔授業の配信による教育課程
の充実や、市町村教育委員会・地元企業等との連携・
協働による特色ある教育活動などを通して、一層魅
力のある高校となるよう、きめ細かな支援に努めま
す。 

 
○ 今後とも、将来の本道や地域の発展に寄与するこ

とができる人材の育成に向け、地域の方々の御意見
などを十分伺いながら、適切な高校配置に努めます。 

 

 
⑭ 中卒者数の大きな減少が見込まれる中、小規模校が増加す

ることが推測されるが、各地域に地元の生徒が進学できる高
校があることが、地域の活性化につながると思う。 
 

 
【私学・高専との関係など】 
⑮ 少子化が加速度的に進む一方で、授業料無償化の影響から、

活用できる教育資源を最大限に活かして学校の魅力化や特色
化をますます図らなければならないと考える。地域の子ども
たちはその地域で育てるとの考えを、地域で共有できるよう、
また、地域創生を図れるよう、公立、私立ともに目線を共有す
る必要があるとも考える。そのためには、改めて産官学が協働
してその地域を支え、地域の人々に理解を求めるよう、推進す
ることはできないかと考える。 
 

 
○ 配置計画の策定に当たっては、地域別検討協議会

で私学関係者からも御意見を伺うとともに、私立・公
立高校関係者と道及び道教委による「北海道公私立
高等学校協議会」を設置し、中学校卒業者数を踏まえ
た公私双方の入学定員の考え方などについて協議し
ています。 

 
○ 公立高校の配置に当たっては、いわゆる高校標準

法において、私立高校等の配置状況を十分考慮しな
ければならないとされていることから、私学所在学
区ごとの私立高校の配置状況に配慮し、中学校卒業
者数の状況に応じた一定の比率に基づく定員調整を
行っています。 

 
○ 今後とも、私立高校などの関係者と十分協議しな

がら、適切な定員調整となるよう努めます。 
 

 
⑯ 少子化に伴い、公立、私立、高専の定員についても総合的に

検討する必要があると考える。 
 

 

 
【学級定員の引下げ】 
⑰ 国の定数改善による少人数学級（１クラス35人以下）実現

に向け要望を継続していただきたい。 
 

 
○  学級編制に係る国の定数改善が行われていない状

況から、本道独自の少人数学級の導入は、現段階では
難しいものと考えており、定数措置の拡充について、
国に対し、引き続き要望していきます。 

 
○ これまでも、教職員数の少ない第１学年１学級の

道立高校に対して道独自に加配を行っているほか、
国の加配定数を活用した様々な加配を行っていま
す。今後も、個に応じた指導の充実や新たな教育課題
に対応するために、教職員配置の工夫に努めます。 

 
⑱ どの学校でも、特色ある学校づくりやコンソーシアムによ

る魅力化のため、地元市町村の支援がある状況。しかし、人口
減少の中で、高校授業料の無償化など、小規模校の存続には困
難な状況が増えつつあると考える。入試制度の在り方や定員
について、時代に合わせ制度を変えることはできないのか。 
 
 

⑲ 長期的な計画が必要であるとともに、高校存続の問題が、町
の活力、町の存続に関わる深刻な問題であることを実感した。
40人定員と言わず、地方では柔軟な対応をすべきだと感じた。 
 

 
⑳ 高校の定員について、都市部は40名を維持する一方、地域

に存在する小規模校や職業高校は10~35名とするなど、一律
ではない、弾力的な運用を施策として実施してほしい。 
 

 



 

 
 

■ 職業学科の充実 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【職業学科の配置の在り方】 
① 地域においては職業学科の存続も重要であると考えており、

普通科の存続を希望する意見のみにとらわれず、地域特性など
も考慮した配置、学級数の考え方で計画を策定してほしい。 
 

 
○ 職業学科においては、専門分野の基礎的・基本的な

知識・技能をはじめ、より実践的な技術を習得させる
とともに、大学や研究機関、地元企業などと連携し、
商品開発やものづくりに取り組むなど、実践的な教育
活動を通して本道の産業を支える人材を育成してい
ます。 

 
○ 生徒の多様な学習ニーズに対応するとともに、地域

産業との関わりなど、地域の特性を生かした魅力ある
高校づくりを進め、本道の持続的な発展に寄与する人
材を育成できるよう、地域の方々の要望等を十分に伺
いながら、社会の変化に対応した学科構成等について
検討します。 

 
○ 産業に関する理解を深めながら職業観・勤労観を育

むとともに、技術や課題解決能力を習得させることを
通して地域産業の持続的な発展を支える職業人を育
成する教育活動を推進します。 

 

 
② 町村にある専門高校の取扱いについては、専門性の維持や、

町村だけでなく管外を含めた広域からの要望や産業界からも
広く意見、要望を求める必要があるものと考える。 
 

 
③ 職業高校においては、北海道産業の基盤をなす高校として存

続を前提として進めてほしい。 
そのため、職業高校は、地域社会との連携・協働から地域の

学習・交流の教育センターとしての転換を図り、明確な役割を
担う学校とすることが望ましい。 
 

 

 ■ その他 

意見又はアンケートの概要 道教委の考え方 

 
【地域への説明等】 
① あらゆる機会で情報発信を行い、まずは、高校の取組を知っ

てもらい、地域とともにある学校について、様々に議論してい
く必要があると感じます。 
 

 
○ 高校配置計画の策定に当たっては、各通学区域にお

いて、計画案の策定前と策定後の２回にわたり、地域
別検討協議会を開催しています。 

 
○ 地域別検討協議会では、地域の様々な立場の方から

御意見を伺うことや、保護者や学校関係者に早い段階
から高校の配置について御理解いただくことが重要
であると考え、小学校の校長、PTAや経済団体関係者
にも参加いただいています。 

 
○ 高校配置計画の策定に当たっては、毎年の中学校卒

業者の進路動向を分析するほか、必要に応じ、地元の
中高生を対象とした魅力ある高校づくりなどに関す
るアンケート調査の実施やワークショップに参画す
るなどし、生徒の興味・関心や進路希望に対応するよ
う努めています。 

 
○ また、地域から要望があった場合などは、地元主催

の説明会にも出席するなどして、より多くの方々から
地域ごとの課題や配置計画に関して御意見を伺い、地
域の実情等を十分考慮しながら、適切な高校配置とな
るよう努めています。 

 

 
② 配置計画についての考え方は多種多様であるが、地元の保護

者や生徒の考え方を今後も尊重していただきたい。 
 

 
③ 地域や学校関係者が関わるのは理解できる。生徒からも率直

な意見を聞く機会を作る必要があるように感じた。保護者と生
徒でも思いは違うと思うので。 
 

 
【地域別検討協議会】 
④ 公務等の調整や都合上、引き続き、オンラインでの参加を希

望します。 
 

 
○ オンライン会議の普及や昨年度の協議会時のアン

ケート結果なども踏まえ、今年度についてもZoomを
活用した開催としました。 

また、配付資料はWebページ上での掲載とし、御意
見については、電子申請システムを活用し、取りまと
めました。 

 

 
⑤ 音声が聞き取りづらい場合、チャット機能を使用するなど、

参加者が指摘できるように改善してほしい。 
 



 

 
⑥ 大幅に時間がオーバーしたと思います。発言する人に「○分

以内」を強調し、多くの立場の人が発言できるよう御配意のほ
どお願いします。 
 

○ 第２回協議会についてもこうした状況を踏まえ、配
置計画案で令和10年度に定員調整をお示しする学
区、また、令和８～10年度に統合や募集停止などの再
編整備を予定している学区については、対面会場とオ
ンライン会議の併用で開催し、その他の学区について
は、オンライン会議での開催を検討しています。 

 
○ 今後も、開催日時や場所の見直しのほか、運営方法

や資料内容などについて、いただいた御意見なども参
考にしながら、地域別検討協議会の工夫・改善に努め
ます。 

 
⑦ 地域や学校関係者が協議することには理解するが、生徒から

も意見をこういった場で述べてもらう方法もよいと思う。 
 
 

⑧ 会議直前に資料が配布され、参加者が内容を十分に読み込む
時間がない状況で、短時間での質問や意見を求めるのは、建設
的な議論を妨げる要因となる。参加者が資料の内容を深く理解
し、多角的な視点から意見を発言するため、熟考できるよう資
料提供を早くしてほしい。 
 

 


